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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、ユビキチンカルボキシル末端加水分解酵素ファミリー2としても知られるペプチダーゼファミリーC19に関連するドメインを含むタンパク質をコードしています。ファミリーメンバーは脱ユビキチン化酵素として機能し、ユビキチンのC末端グリシンにおけるペプチド結合を認識して加水分解します。ペプチダーゼファミリーC19の酵素は、ユビキチン化されたタンパク質だけでなく、ポリユビキチン前駆体のプロセシングにも関与しています。異なるアイソフォームをコードする代替転写スプライスバリアントが特徴付けられています。 [RefSeq提供、2008年7月],触媒活性：ユビキチンC末端チオエステル + H(2)O = ユビキチン + チオール。,注意：一部の著者によってUSP31と命名されました（PubMed:15354349およびPubMed:17081983）。,機能：ユビキチンのC末端グリシンにおけるペプチド結合を認識し、加水分解します。ポリユビキチン前駆体およびユビキチン化タンパク質のプロセシングに関与しています。RELAおよびTRAF2との相互作用を介して、TNF受容体スーパーファミリーによるNF-κB活性化の調節に関与している可能性があります。シナプス後部位における調節的役割も果たしている可能性があります。,配列注意：配列が汚染されています。潜在的なポリA配列。,類似性:ペプチダーゼC19ファミリーに属します。,類似性:ユビキチン様ドメインを1つ含みます。,類似性:DUSPドメインを3つ含みます。,サブユニット:TRAF2およびRELAと相互作用します。,組織特異性:広く発現しています。,
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	USP48抗体を用いたパラフィン包埋ヒト大腸癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。

